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オスマン帝国における近代教育の導入
文官養成校（ミュルキエ）の教師と学生たちの動向を中心に
永　田　雄　三
要旨　1859年にイスタンブルに設立された文官養成校（ミュルキエ校）は，オスマン帝
国の近代化を担う近代官僚層を養成する役割を果たした教育機関である。政府はこの学
校を通じて近代的官僚層を柱とした中央集権支配体制を浸透させようとした。これに対
して，18世紀半ば以来地方社会の実権を掌握していた地方名士層は，子弟をこの学校
に送りこむことによって，新しい時代に対応し，自己の既得権益を守ろうと試みた。いっ
ぽう，オスマン帝国近代の政治思想は，タンズィマート改革期（1839～76年）以来の
コスモポリタンな「オスマン主義」から，トルコ人の主導による帝国の一体化を主張す
る「青年トルコ人」政府中央集権派のトルコ民族主義思想へと展開する。こうした思想
潮流の中で，この学校は，教師陣の中にも学生の中にもトルコ人，非ムスリム，非トル
コ系ムスリムといった多様な宗教・民族に属する人びとを含んでいたことから，「オス
マン主義」を育む体質を備えていた。このため，1gi5年にこの学校は一時廃校された。
キーワード：ミュルキエ，タンズィマート，「青年トルコ人」，オスマン愛国主義，地方
　　　　　名士
はじめに
　トルコは西アジアのイスラム諸国家のなかでもとりわけ西欧近代的な形態を持っ国家である。
また，クルド問題に代表されるように深刻な少数民問題を抱えているとはいえ，イランなどと
くらべると，比較的均質な「国民国家」であるといえる。しかし，歴史的にさかのぼってみる
と，トルコ共和国の直接の前身であるオスマン帝国は史上まれにみる多民族・多言語・多宗教
国家であった。トルコ共和国とオスマン帝国の間にみられるこの大きな相違は，18世紀初頭，
とりわけタンズィマート（1839～76年）以来のオスマン帝国における継続的な西洋化改革の
長い歴史の所産である。本稿は，オスマン帝国の西洋化改革を担う役割を果たした近代的官僚
層を養成する「メクテビ・ミュルキエ（文官養成校，以下「ミュルキエ校」と略称）」を取り
あげ，その創設（1859年）から一時的閉校（1915年）にいたる歴史的過程を概観したうえで，
教師と学生たちの出自，活動，卒業後の経歴などを検討することによって，19世紀末から20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63
　　　　　　　　　　　　　　　　　　永田　雄三
世紀初頭におけるオスマン帝国の政治・社会の変容過程のなかに位置づけることを目的とする。
その際焦点となるのは，アブデュルハミト2世（在位1876～1909年）の専制政治とこれを覆
した「青年トルコ人」革命（1908年）およびその後の政治・思想ならびに社会状況であり，
とりわけ改革によって中央集権支配を実現しようとする中央政府に対する地方名士層の反応を
明らかにすることになろう。なぜならば，タンズィマートとそれ以後における諸改革にっいて
これまでに積み上げられた研究の大部分は首都イスタンブルに関するものであるのに対して，
地方におけるその実施過程とそれに伴う地方社会の変容とにっいては，若干の研究をのぞいて
は1），ほとんど手がっけられていない状態だからである。
　ところで，オスマン帝国の近代化途上において，近代的官僚層の養成にたずさわったのは，
ミュルキエ校だけではない。このほかに各種の軍事技術学校や職業的専門学校，そしてフラン
ス政府の援助によって1868年に創設されたガラタサライ校（正式には「メクテビ・スルター
ニーv）があった。このうちガラタサライ校に関してはすでにいくっかの専論がある2）。これ
に対してミュルキエ校にっいてはわが国ではもちろん，管見のかぎりでは国際的に見てもまだ
専論がない。ただし，この時期の外務省をはじめとした中央諸官庁の役人層の社会的出自に関
する優れた研究を発表したカーター・フィンドレイがミュルキエ校の学生の出自と父親の職業
に関して若干の分析を行っている3）。しかし，かれの問題関心は政治学的観点からミュルキエ
校を官僚機構全体の中に位置づけることにあるため，当時の具体的な政治・社会情勢との相関
関係は捨象されており，相対的に図式的な分析に留まっている。
　ところで，この学校の卒業生の大部分は中央と地方諸官庁における中堅クラスの役人，初等
および中等学校の教師，地方行政官，外交官などとして生きた人びとである。したがって，国
家的人物や傑出した思想家，文学者，芸術家などを対象にした人名録や伝記集に登場する人物
はごくまれである。このため，分析を行うにあたって筆者が依拠した資料はほとんどもっぱら，
みずからミュルキエ校の出身者であるアリー・チャンカヤが作成したデータである。かれは，
卒業生やその類縁に配布した14項目からなる質問票に対する回答を基礎にし，これに若干の
文献調査を加えて膨大なデータを集積して出版しだ）。こうした方法以外に当時のオスマン政
府が作成した公式文書を利用する方法が残されているが，かれはそれを行っていない。この点
でチャンカヤの提供するデータは完全なものとはいえない。しかし，チャンカヤの提供したデー
タを公式文書や年代記，官報，新聞，回想録などによって補填する作業は膨大な時間と労力を
必要とする。したがって，いまのところチャンカヤのデータを利用する以外に方法がない。さ
きにふれたフィンドレイもミュルキエ校に関しては全面的にこれに依拠している。また，多か
れ少なかれこの学校に言及している研究は少なくないが，それらのほとんどすべてがこれを典
拠としている5）。
本稿におけるミュルキェ校の分析は，きわめて限られた視点からだけによるものである。ミュ
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ルキエ校は本来，その組織，学則，カリキュラムなど教育学・教育史の観点も含めて包括的に
分析されるべきものである。また，この学校は1915年に一度閉鎖された後，1918年から23
年にかけて復活し，さらにその後アンカラ大学政治学部と名称を変えて現在にいたるまで存続
している。現在でも，この学校の卒業生は「ミュルキエリ（ミュルキエ校出身者の意）」と自
覚して誇りを持ち，官界，政界，外交界，教育界において隠然たる勢力を保っている6）。した
がって，本来ならば，全時期を通して分析の対象とされるべきである。その意味でも，本稿は
いまだ予備的考察の域を出るものではない。
1．オスマン帝国における伝統的教育体系と官僚層の養成
　1）　古典期における教育と官僚層の形成
　15・16世紀を中心としたオスマン帝国の古典的な官僚機構は，基本的に，デヴシルメと呼
ばれる制度7）によって形成された官僚層とイスラムに伝統的なマドラサ（トルコではメドレセ，
イスラム高等教育機関）で教育を受けたウラマー（イスラム知識人）層とから構成される。前
者は主として行政と軍事に関わる官僚群を形成し，後者は司法と教育，さらに地方の裁判と行
政の機能を兼ね備えた「シャリーア（イスラム法）法廷」を主宰するカーディー群を構成した。
　デヴシルメ制度とは，オスマン帝国の支配を受け入れたアナトリアとバルカン諸地域に居住
するキリスト教徒子弟を徴用し，ムスリム（イスラム教徒）に改宗させたうえで，スルタンの
奴隷身分のまま，イェニチェリなど近衛軍団員を養成する方法である。この制度は歴史的には
アラブの「マムルーク」を継承しているが，これと異なる点は，徴用された子どもたちのうち
もっとも優秀な者が官僚として抜てきされるところにある。かれらは，トプカプ宮殿の第三内
廷に存在する各部局において侍従などの実務に携わりながら，教育を受けることになる。この
第三内廷における教育は「エンデルーン学校」と呼び慣わされている。ここでの教育は基本的
にはイスラム教育に伝統的なメドレセの教科内容であるコーランの読唱・暗唱・字句の解説，
預言者ムハンマドの言行に関する伝承（ハディース），宗教学，アラビア語などに加えて，ト
ルコ語とトルコ文学，そして将来の軍人あるいは行政官として必要な科目，すなわち地理学，
地図作成学，歴史学，政治学，軍学などを含んでいる。また，一方では宮廷人にふさわしい教
養科目として能書術，製本術，装禎術，ミニアチュール画法，建築技術，音楽などが各人の個
性と能力に応じて伝授された。また，かれらは宮廷の庭で乗馬，剣術などの実践訓練を行った。
かれらの義務教育期間は7～8年で，能力に応じてさらに教育を受け，12～14年間学ぶと最高
段階に達した。かれらはここを「卒業」すると，官僚となるべく「出仕」し，将来は帝国の政
策決定機関であるトプカプ宮殿内部の「御前会議」を主宰する大宰相をはじめ，財務長官，国
璽尚書など中央官僚機構のトップの座を占めた。また，地方長官として赴任した。ここでの教
育方法はイスラム諸学のように宮廷外部から派遣される教師による分野もあるが，基本的には，
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かれら相互に教育・訓練を行う「ギルド型」教育方法であった8）。
　「エンデルーン学校」は，このようにオスマン帝国のエリート養成校であったが，その規模
と人数は限られたものであった。したがって，帝国全土を射程におさめた場合，古典期オスマ
ン帝国における教育の基本形態はイスラムに伝統的なメドレセ教育であった。これが洋の東西
を問わず，イスラム世界全土に共通な高等教育機関である。歴史上に有名なアッバース朝の
「バイト・アルヒクマ（知恵の館）」やセルジューク朝の「ニザーミーヤ学院」がその代表的な
ものである。オスマン帝国におけるメドレセ教育はすでに第二代「スルタン」，オルハン（在
位1326～62年）の時代にさかのぼる。16世紀末には帝国全土でおよそ350のメドレセが存在
したと推定されている。また，近代教育の導入される19世紀半ばにはイスタンブルだけで
166のメドレセが存在し，合計5，000人余の学生が在籍していた9）。メドレセにおける教科は，
アラビア語，コーラン，ハディース，イスラム諸学を柱としていた。ただし，こうした宗教教
育のみならず，イスラムの学問に伝統的な数学，論理学，哲学，幾何学，化学，天文学なども
教えられた。メドレセを卒業した学生は一種の卒業証書に相当する文書を与えられて，任官さ
れるのを待っことになる。メドレセ教育と宮廷学校には教科課程の点で共通する側面があった
が，最大の相違点はメドレセがワクフと呼ばれる一種の宗教的寄進を財政的基礎としており，
財政面で国家から独立した存在であることにある。ワクフ財源はメドレセで学んだウラマー層
の経済的基盤ともなっていた。帝国全土のメドレセの間にはスレイマン1世（在位1520～66
年）がイスタンブルに建設したメドレセを頂点とするハイヤラーキーが存在した1°）。
　いわゆる「家産型国家」であるオスマン帝国では，こうした組織的な教育とは別に，スルタ
ンの「お目に止まる」ことによって官僚に登用されるといった例外が常にっきまとっていた。
また，官僚の養成という視点をはずせば，モスクの脇に設けられたコーラン学校，一種の幼年
学校にあたるスビヤン，初頭教育に相当する街区のメクテブ，各神秘主義教団の修道場で行わ
れる宗教教育，「同業者組合」での実践的な技術教育などをあげることができる。また，非ム
スリム諸共同体はかれら独自の教育システムを持っていた1D。
　2）　17・18世紀における変容
　17世紀の半ば以後，帝国の行政の中心がトプカプ宮殿から大宰相府へと移行するとともに，
政治の実権がスルタンの手を離れて，「オスマンル」官僚層の手に移った12）。しかし，このこ
ろから「オスマンル」官僚層の実態にも大きな変化が起こっていた。それは，17世紀半ば以
降，バルカンのキリスト教徒子弟を徴用するという方法が事実上行われがたくなってきたから
である。これに代わって，しだいにムスリムとして生まれた者たちが官僚機構に食い込んでき
た。同時に，官僚機構自体が拡大し，組織も発展していっだ3）。それには，ヨーロッパ諸国と
の外交関係の緊密化，また，徴税請負制の導入による徴税機構の複雑化などの要因が挙げられ
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る。「エンデルーン学校」はなお存続したが，その役割はしだいに低下した。たとえば，16世
紀末までの古典時代の大宰相の大部分は「エンデルーン学校」出身者であったのにくらべて，
18世紀の10人ほどの大宰相のうち，この「学校」の出身者はたった一人である。いっぽう，
メドレセ教育も従前どおり行われていたが，ここでの教育内容はしだいに停滞し，伝統的な学
問の再生産，模倣といった硬直化・守旧化が著しくなったことが指摘されている14）。そしてな
によりも，アラビア語に最重点を置くメドレセの教育方法が帝国の公用語であるオスマンート
ルコ語の発達と重要性の獲得という現実にそぐわなくなっていた。
　この時期の官僚の養成過程は一種の「パトロンークライアント」関係を軸としていた。これ
は，将来性のある若者に対する官僚の「ひき」を契機とするものであった。若者は，メドレセ
やテッケでアラビア語，ペルシア語，イスラム諸学を学ぶかたわら，特定の官僚の「家」に身
を寄せて（インティサーブ）実務を経験しながら，しだいに官僚としてのキャリアを積んでゆ
くという方式であったから，これは何らかの「制度」に裏打ちされたものではなかった。考え
ようによっては，「エンデルーン学校」と同じ「ギルド」型教育課程であった15）。
2．オスマン帝国の改革と近代教育の導入
　16世紀末以後オスマン帝国が衰退の道をたどったとする古典的な通説は今日では否定され
ている。しかし，オスマン帝国とヨーロッパ諸国との軍事的バランスから見る限り，とりわけ
カルロヴィッツ条約（1699年）以後，オスマン帝国がヨーロッパ諸国に対して劣勢になった
ことは否めない。その結果，オスマン帝国のスルタンはヨーロッパ諸国の技術的先進性を認識
せざるを得なくなり，18世紀以後，西洋化改革の実施によって帝国の延命を図る方法を模索
することになる。このころから，帝国各地で地方勢力が勃興してスルタンによる中央集権支配
を脅かすにいたったという事情もあった16）。こうして，18世紀初頭の「チューリップ時代」
（1703～30年）を嗜矢として，オスマン帝国は改革時代に突入するが，それは大きく分けて，
①開明的な専制君主による改革期（1789～1839年），②タンズィマート改革期（1839～76年），
③アブデュルハミト2世の専制期（1876～1908年），④「青年トルコ人」政府による第二次立
憲制期（1908～22年）に分けられる。第四期は帝国滅亡後のトルコ共和国へと連続する17）。
　18世紀後半以後，オーストリアおよびロシアとの間で行われた戦争に敗北を重ねた経験に
学んだセリム3世（在位1789～1807年）は「ニザーミ・ジェディード（新秩序の意）」と総称
される，同名のヨーロッパ式新軍団の設立を柱とし，さらに陸軍および海軍技術学校の開設，
フランス語の戦術書・数学書の翻訳など一連の西洋化政策に着手した。こうしてオスマン帝国
の改革は，なによりもまず，軍事技術およびそのための教育の改革からはじまった。この分野
では帝国内部にまったく蓄積がなかったため，それらはヨーロッパ人の助力によるところが大
きい。たとえば，オスマン帝国に亡命したフランス人貴族ボンヌバルが1734年にイスタンブ
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ルに設立した技術学校を挙げることができる。のちには「お雇い外国人」を導入して海軍技術
学校（1773年），陸軍技術学校（1793年），医学校（1827年）などが開設された匪8）。
　しかし，セリム3世の改革は守旧派官僚，イェニチェリ軍団，少数民金融業者，地方名士ら
の反対に直面した。その結果，1807年にイェニチェリ軍団が蜂起してセリム3世は殺害され
た。しかし，かれの遺志を継いだ甥のマフムト2世（在位1808～39年）は，1826年にイェニ
チェリ軍団を廃止して「ムスリム常勝軍」と名づけた新軍団を組織し，ここにオスマン帝国の
軍隊はほぼ完全に西洋化された。
　マフムト2世は，27年に帝国史上はじめてヨーロッパ諸国へ留学生を派遣した。34年には
陸軍士官学校を開設するとともに，これらの軍事技術学校への準備課程として世俗的な教科内
容をもつ「リュシュディエ」と名づけられた初等教育機関の設置に着手した。かれはこうした
改革に必要な資金を調達するたあに専売制を採用するとともに，ワクフ省を設立してワクフ財
源を国家管理のもとに置いてウラマー層に大きな経済的打撃を与えた。しかし，かれの改革政
治はエジプトのムハンマド・アリー家（王朝）の自立，ギリシアの独立という大きな犠牲をよ
ぎなくされるとともに，これらの問題を契機として西洋列強の激しい干渉を招き，「東方問題」
を発生させた。この間にオスマン帝国がイギリスの支援を期待して1838年に結んだ「オスマ
ンーイギリス通商条約」の結果，これまで港湾都市にのみ制限されていたヨーロッパ商人の活
動が内陸にまでおよび，生産者大衆との間に大きな軋礫を生じることになった。
　こうした難局の中で即位した新スルタン，アブデュルメジド（在位1839～61年）は，1839
年に「ギュルハネ勅書」19）を発布して，以後オスマン帝国の政治・経済・社会・文化の全般に
およぶ，より包括的な改革を実施することをヨーロッパ諸国に「約束」した。この勅書の基本
理念はオスマン帝国のすべての住民が宗教と民族との如何にかかわらず平等であり，その生命・
名誉・財産は法のもとに保障されるというところに置かれている。こうして，タンズィマート
時代の改革の中心は法律部門に置かれたが，ここでいう法律とは，従来のシャリーアではなく，
近代ヨーロッパから導入される近代法である2°）。したがって，改革の中心はこれらの法を起草
しうる法律家とこれを施行しうる近代的な官僚・役人層とを育成することにあった。っまり，
近代教育の導入はタンズィマート改革の成否を握る鍵の一っであった。
　タンズィマートを教育改革の面からみると，47年に文部省が設立されたこと，69年に「一
般教育令」が発布されて，これまで不統一であった教育部門が一本化され，同時に教育がウラ
マーの手から解放されたことが重要である。この「一般教育令」によって初等教育の義務化が
定められた。その結果，マフムト2世によって先鞭のっけられた世俗的な「リュシュディエ」
初等教育をはじめ，「イダーディー」と名づけられた中等教育機関が発展した。たとえば，「リュ
シュディエ」校は，1860年に52校，68年に87校，74年に386校と順調に増加している21）。
近代的な官僚層育成のためには，本稿の主題であるミュルキエ校が1859年に，アルメニア＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68
　　　　　　　　　　　　　オスマン帝国における近代教育の導入
プロテスタント教会による「ロバート・カレッジ」が1863年に，そしてガラタサライ校が
1868年に設立された。これら3校は，近代トルコの官僚および知識人の養成に大きな役割を
果たすことになる22）。
　タンズィマート時代の政治思想は，帝国内諸民族を「国民」と位置づけて，これら諸民族の
融和のもとに帝国体制の一体化を保持していこうとする「オスマン主義」であった23）。ナムク・
ケマルを筆頭とする「新オスマン人」と総称された知識人の自由主義運動は改革派官僚ミドハ
ト・パシャと結びっいて，e　1876年12月に憲法の発布と上下二院からなる帝国議会の開設とを
勝ち取った（第一次立憲制の成立）。しかし，折から発生した露土戦争を口実としたアブデュ
ルハミト2世は，78年2月に憲法を停止し，議会を解散させて，以後30年におよぶ専制政治
を開始した。かれの政治は「パン＝イスラム主義」を標榜していたが，それは西洋的なものを
一切拒絶するものではない。かれはこの政策によって帝国内のムスリム諸民族を引き留めて帝
国の一体性を維持しようとしたのである。かれがもっとも恐れたのは，自由・立憲を要求する
運動によって専制体制が脅かされることであった。このためスルタンは言論の自由を厳しく統
制し，諜報組織を通じて自由主義思想家を摘発することに全力を傾注した。その一方では，専
制政治を維持するたあに西洋の技術を導入するとともに，近代教育を普及させてスルタンに忠
誠な官僚層を育成し，かれらを媒介として中央集権支配を貫徹させることが必要であった。こ
のため，タンズィマート時代に基礎の築かれた世俗的な初等および中等教育機関がこの時代に
帝国全土に普及したのである。また財政，法律，商業，美術，警察，獣医などの各種の職業学
校が開設された24）。こうしてみると，アブデュルハミト2世時代は「反動的」といわれる反面，
教育の面から見れば，西洋的な世俗教育が社会の底辺にまで浸透し，その結果，近代教育を受
けた役人・官僚を人材とした官僚機構が発達した時代である。フィンドレイは19世紀初頭に
は1，000人から1，500人であった文民官僚の数はアブデュルハミト2世時代には10万人にふく
れあがったと推定している25）。
　アブデュルハミト2世の専制のもとで海外への亡命をよぎなくされた自由主義者たちはパリ
やジュネーブを中心に国外で反専制運動を展開せざるをえなかったが，やがてそれは秘密結社
「統一と進歩委員会」を中心とする「青年トルコ人」の運動に発展し，1908年に憲法の復活と
議会の開会を要求した。その結果アブデュルハミト2世はこれを認め，ここに第二次立憲制が
成立した（「青年トルコ人」革命）。タンズィマート改革の担い手が支配エリートによるもので
あったのにくらべて，「青年トルコ人」はより大衆的な基盤のうえに立っていた26）。それはタ
ンズィマート以来普及した各種の初等および中等教育の浸透の結果であるといえる。革命によっ
て実現した自由な思想状況の中で，ロシアから亡命あるいは移住したトルコ人思想家の影響も
あって，「青年トルコ人」政府はしだいに土着産業の保護・育成，関税自主権の回復などを基
調とするトルコ民族主義的政策を打ち出してきた27）。それは，経済的植民地化状況の中にあっ
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てなお，自立の道を模索する広範な民衆の要求を吸い上げた結果でもあると思われる。だが，
「青年トルコ人」政府の実権を握った親ドイッ派の陸軍大臣エンヴェルのもとでオスマン帝国
は枢軸国側に立って第一次世界大戦に参戦して滅亡への道をたどったのである。
　以上，オスマン帝国の改革を概観してきたのは，以下にのべるミュルキエ校の組織・運営，
そして学生や教師たちの動向が，うえにのべた改革のそれぞれの段階に密接に関連しているか
らである。
3．ミュルキエ校の創設と概要
　1858年4月22日付の「タンズィマート最高会議」の報告は『現在赴任している各ヴィラー
イェト（州）の行政官や各カザー（郡）のミュデュル（郡長）たちは行政に関する技術や知識
に無知であり，（ヨーロッパ諸国の一訳者補）領事館の取るに足りない通訳官とのやりとりに
おいてさえ無能力であることを暴露しているばかりか，自分たちに送られてくる勅令を読んで
理解する能力を備えていない』とのべ，その原因は従来の役人の養成方式に問題があるからで
あるとしている28）。この文面は，すでにのべた個人的な「ひき」による役所内部での「ギルド」
型教育方式の不十分さを指摘していると同時に，1838年の「オスマンーイギリス通商条約」
以後ヨーロッパ商人が帝国内各地に進出したことによって生じた新たな事態に対応しようとし
ていることを示している。この報告にもとついて，1858年10月30日に「タンズィマート最
高会議」は地方行政官とくに各郡のミュデュルや財務局長といった文官を養成するためにミュ
ルキエ校の名でひとっの職業学校を開設することを決定した。
　同年12月5日付のミュルキエ校の「学則」の主な条項は以下のとおりである。
　　第一条：学校は内務省にしかるべき資格のある役人を養成するべく開設された。
　　第二条：学校は文部省の管轄のもとに置かれる。
　　第三条：本年50人，来年次さらに50人，合計100人の学生を受け入れる。
　　第四条：すでに政府で働いている者のうち読み書きのできる者が，また役人ではない者は初
　　　　　　等教育を受けていることが（学生として受け入れられる一訳者補）条件である。
　　第五条：役人は無試験他は試験を受け，前科のないこと。
　　第七条：修学期間は2年，寄宿制ではない。
　　第八条：授業科目は，書道，作文，算術，会計学，幾何学，歴史学，地理学，統計学，オ
　　　　　　スマン国家の新しい法律，国際法，オスマン国家の諸条約，経済学である29）。
　以上のような決定と学則にもとついて，ミュルキエ校は1859年2月12日にイスタンブルに
創設された3°）。1860年に最初の卒業生を世に送り出したが，2年間では第八条に盛り込まれた
カリキュラムを学生が消化するには不十分であることがすぐに明らかとなり，1867年に4年
制に延長された3D。さきに示したカリキュラムに反映されているように，この学校設立の目的
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は，あくまでも時代の要請に直接応えようとする実践的なものである。したがってこの学校は
官僚層養成のための「職業学校」と位置づけられた。こうしてミュルキエ校は発足したが，オ
スマン帝国の広大な領土に比較してこの学校の規模はまだきわめて小さなものにすぎなかった。
チャンカヤの調査によれば，設立から1876年にいたる第一期16年間の卒業生は148名を数え
るにすぎない。またこの間学校の所在地も独立のキャンパスではなく，あちらこちらに間借り
をする有り様であった32）。したがって，この学校の開設によって旧来の官僚層が新たな官僚層
にとって代わられたとはとてもいえない33）。むしろこの時代はまだ伝統的教育から近代教育へ
の過渡期であったといえる。たとえば，リュシュディエ校の教科内容がアラビア語，初等数学，
コーラン学，倫理学といったメドレセ教育の影響のきわめて濃厚なものであったように，教育
界におけるウラマー層の影響力はなお強かったSC）。この段階では，官僚層の養成という点から
は，ミュルキエ校よりもガラタサライ校の方がむしろ重要な役割を果たしていた35）。しかし，
教育界全体を見渡した場合，小学校，中学校，各段階の師範学校，そして各種職業学校などは
タンズィマート期を通じて着実に増加しており，これらの学校の卒業生が各方面でしだいに旧
来のメドレセ教育を受けた人びとにとって代わる基盤はできっっあった。
　第一次立憲制成立当初，アブデュルハミト2世はミュルキエ校の存在を重要視し，この学校
のカリキュラムと機構に大きな変更を加えた。まず，1876年に「国家審議会」の審議をへて
閣議において採択された新しい「学則」によって，この学校の卒業生はカイマカム（郡長）と
してだけではなく，中央および州政庁における各部局の局長，国家審議会のメンバー候補，在
外公館の書記・領事などに任命される資格があたえられることになり，学校自体の性格と役割
が大幅に拡大された36）。ここにおいてミュルキエ校は，地方行政官のみならず，国家の枢要な
機関に勤務する官僚の養成校としてはじめて機能することになった。この間に起こった重要な
議論は授業の言語をフランス語にせよという意見があったにもかかわらずトルコ語が選択され
たことである。一般に，ミュルキエ校などのカリキュラムにおいてフランス語が重視されたこ
ともあって，近代教育の導入によってフランス語が重要性を獲得したとしばしば誤解されてい
るが，そうではなくて，近代教育の導入によってバルカンとアラブ地域を含む帝国全土におい
て，はじめてトルコ語が重要性を獲得したのである37）。この点がコスモポリタンなオスマン帝
国から国民国家トルコへの歴史的展開においてミュルキエ校の果たした役割の一っである。
　1877年にはその名が「王立文官養成校（Mekteb－i　Mtilkiye－i＄ahane）」と改められ，その
教育課程は前期3年，後期2年の合計5年間とされ，前期はリュシュディエ校の卒業生を受け
入れるイダーディー部門と位置づけられた。後期はガラタサライ校の卒業生およびそれと同等
の学力を持っ者を受け入れる高等部門とし，学校の性格自体が高等教育機関とされた。カリキュ
ラムはフランス語の他に哲学，地理学，民族学，世界誌，考古学，統計学，経済学，国家財政
学，行政学，商法と条約，国際法，憲法，民法など，行政に関係の深い学問と法律学を基礎と
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したものとなった。さらに1883年には地方の学生のために寄宿制が採用され，100名の地方
出身者を受け入れた。1892年には前期のイダーディー部門を4年間，後期の高等部門を3年
間とする合計7年間の修学期間に延長された。さらに，帝国全土に設置された中学校の教師を
養成するために，学生はアラビア語，ギリシア語，アルメニア語，ブルガリア語のうちの一っ
を選択することが必修とされたSS）。これは，アラブとバルカン諸民族を帝国支配のもとに留め
るための方策であった。
　チャンカヤの調査によれば，アブデュルハミト2世時代には1879年から1908年の31年間
に合計1ρ91名，年平均35名の卒業生を送り出している39）。タンズィマート期の16年間にわ
ずか148名の卒業生を送りだしたことに較べると，大きな発展が見られたといえる。ミュルキ
エ校が近代官僚養成校として機能したのは，まさにこの時代であった。
　しかし1890年代に入ると，「統一と進歩委員会」などによる反専制運動に直面してアブデュ
ルハミト2世はその弾圧にやっきとなった。こうした政治状況とスルタンの心性は，ただちに
ミュルキエ校の運営に反映した。そのもっとも顕著な事例は1889年以後，歴史，文学，憲法，
経済地理，民族学が授業科目からはずされ，それに代えてイスラム神学，コーラン注釈学（タ
フスィール），ハディース学，イスラム法学（フィクフ），倫理学などイスラム諸学が導入され
た事実に伺われる4°）。すでに長い時期を経過した西洋化の波にもかかわらず，なお分厚い層を
形成していた伝統的で保守的な官僚層とウラマー層がスルタンを支えていたからである。スル
タンはさらに，教師陣の動向にも目を光らせ，教師が教壇で政治問題にっいて発言をすること
を禁じ，監察官を送り込んで監視させた。こうしてスルタンは専制政治に批判的な自由主義者
を追放し，かれに忠実な官僚を養成する政策に転じた4D。また，1896年から1901年間の短期
間のことであるが，アラブ諸部族の族長たちの子弟を1年間だけ特別に教育する「特別クラス」
が設置された。これは，アラブ諸地域に対する支配を強化しようとする意図によるもので，か
れらは主として出身地の州知事の側近に任命された42）。1900年には，さきにのべた諸言語の
うちブルガリア語がアルバニア語にとって代わられた。そこにはブルガリアが1878年7月の
ベルリン条約によってオスマン帝国に貢納する自治公国となるなどしだいに独立を勝ち取って
いったのに対して，アルバニアはなお帝国支配のもとにとどまったという政治情勢が反映され
ている（その独立は1912年）。
　「青年トルコ人」革命後，「王立ミュルキエ校」はふたたびミュルキエ校と名を改められると
同時にアブデュルハミトによって導入されたイスラム諸学と倫理科目を廃止し，世俗教育一本
に授業科目が改められた43）。
4．教師たちの動向
このように，ミュルキエ校の歴史は， あたかもオスマン帝国近代史の縮図である。そこで，
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以下にこの学校の教師たちの動向を時代の思想状況の中に位置づけてみたい。
　ミュルキエ校の発展に最も貢献したのは，1878年から94年にかけて16年間校長を務めた
第四代校長アブドゥッラフマーン・シェレフ（1835～1925年）であろう。かれはオスマン帝
国最後の宮廷修史官でもあった。イスタンブルのリュシュディエ校に学んだのち，1868年に
ガラタサライ校に第一期生として入学したというから，文字どおり近代教育の申し子であった。
かれが校長を務めた時代は，アブデュルハミト2世の専制にもかかわらず，ミュルキエ校は自
由な精神に溢れていた，と当時の学生たちは回顧している44）。しかし，95年にかれは罷免さ
れ，母校であるガラタサライ校の校長に転じた。かれに代わって文部省の役人が就任したが，
この人事はこの学校を厳しい監督の下に置こうとするアブデュルハミト2世の政策を反映して
いることはいうまでもない。
　アブドゥッラフマーン・シェレフの庇護のもとで学生の間に自由主義思想を吹き込んだ教師
の筆頭に挙げられるのがジャーナリストとして知られるミザンジュ・ムラトである。かれの経
歴は時代の風潮とミュルキエ校の性格とを同時に象徴していると思われるので，すでによく知
られたことではあるが，かれの経歴を紹介しておこう。かれは，帝政ロシアに対するゲリラ活
動の中で殺害されたコーカサスのバッジ・ムラト（トルストイの小説『バッジ・ムラト』の主
人公）の息子である。トビリシで生まれた（生年不明）というからグルジア人であろう。ロシ
アで教育を受けたのち，アブデュルアズィーズ（在位1861～76年）時代にイスタンブルに移
住し，そこでトルコ語を学んだ。その後，大宰相ミドハト・パシャの館に出入りし，そこで自
由主義思想家ナムク・ケマルらの知遇を得た。やがてミドハト・パシャの「お目に止まった」
かれは「大宰相府秘書局長」に任命され，出世の糸口を掴んだ。ミュルキエ校が新たに発足し
た1877年にかれはその深い教養と自由主義思想のゆえにオスマン史および政治史の教授に任
命され，以後94年までこの職にあった。この間にムラトは週刊誌「ミーザーン（秤）』を発行
してジャーナリストとして活動するかたわら，秘密結社「統一と進歩委員会」のメンバーとなっ
た。しかし，94年にこの組織の存在が発覚すると，かれは最初エジプトへ逃亡し，さらに当
時エジプト政府の顧問をしていたイギリス人，クローマー卿の手引きでパリへ渡り，そこで
「統一と進歩委員会」の活動に参加した。しかしその後，アブデュルハミト2世は諜報組織を
通じてかれを懐柔する政策に転じ，恩赦令を出してムラトをイスタンブルに呼び寄せた。帰国
後，かれが発行を続けた『ミーザーン』誌の論調はしだいに穏健なものとなっていったという。
1908年の「青年トルコ人」革命後，サロニカの第三軍の力を後ろ盾に，しだいに政治権力を
独占しっっあった「統一と進歩委員会」の中央集権派グループに対して『ミーザーン』誌上で
批判の論陣を張ったムラトは，やがて地方分権派の領袖プレンス・サバハッティンの設立した
「アフラール（自由）党」に加盟した。だが，1909年4月の「青年トルコ人」政府に対する
「反革命」（「3月31日事件）」鎮圧後，かれは軍法会議にかけられ，戒厳令政府によってロー
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ドス島へ流刑に処された。11年にイスタンブルへ帰還を許されたが，12年に病没した。かれ
が政治活動に関与しエジプトに逃亡したことがミュルキエ校のあり方に対するスルタンの疑惑
を呼び起こして，この学校に対する管理の強化をもたらすきっかけをなしたといわれている45）。
しかし，アブデュルハミト2世は91年以後この学校の管理強化にすでに着手しており，アブ
ドゥッラフマーン・シェレフ同様かれら自由主義者の追放は，すでに時間の問題であったと思
われる。
　ミザンジュ・ムラトの教え子の一人アリー・ケマル（本名アフメト・ルザー，1869～1922
年）もまた，ムラトと良く似た人生をたどっている。イスタンブルに生まれたかれは1883年
にミュルキェ校のイダーディー部門に入学した。しかしのちに政治活動が発覚してアレッポへ
流刑に処されると94年にパリへ逃亡した。そこでイスタンブルで発行されている『イクダー
ム（努力）』誌上にアリー・ケマルの筆名で激しい論調の記事をつぎっぎと発表し，ジャーナ
リストとして名を挙げた。やがて恩赦を受けたかれはブリュッセル大使館の二等書記官に任命
された。1908年にイスタンブルに帰還したかれは，この年の12月にミュルキエ校の政治史教
授に任命された。しかし，かれは「統一と進歩委員会」には終始批判的な立場をとり，09年4
月の「反革命」に連座したかどで教授職を罷免された。11年以後，かれは「統一と進歩委員
会」に反対の立場をとる「自由と連合」に入党した。第一次世界大戦後の1919年にイスタン
ブルのダマト・フェリト内閣の文部大臣，さらに内務大臣を務めた。アナトリアではあたかも
ムスタファ・ケマルの率いる祖国解放運動が高揚していたが，かれはオスマン政府側に立って
反対の立場を表明しっづけた。祖国解放運動が成就した22年にかれは逮捕され，裁判のため
にアンカラへと護送される途中，イズミトで民衆によるリンチを受けて命を落としだ6）。
　これら二人のほかにも，新文学運動の潮流を主導した雑誌「セルヴェティ・フユヌーン（学
問の富）』誌の中心となったマフムト・エクレムなど反専制運動家とされて追放された人物が
いる。また，トルコ民族主義思想の発展に最も指導的な役割を果たした人物の一人で，ロシア
のカザン出身のユスフ・アクチュラ（1876年生）も短期間（1914～15年）ながらミュルキエ
校の教師を務めている47）。しかし，うえに紹介したムラトとケマルの二人の経歴は，多民族・
多宗教国家であるオスマン帝国からトルコ共和国およびバルカンやアラブの諸「国民国家」の
成立へと移行するこの地域の歴史過程のなかで，かれらの思想が，トルコ人の主導による帝国
体制の維持を主張する「統一と進歩委員会」中央集権派よりも，「諸民族の融和」によって帝
国の一体性を保持しようとする地方分権派の「オスマン主義」に近いものであることを示して
いる48）。ミュルキエ校の教師陣全体を見渡してみると，経済学，財政学，商法，国際法，刑法
といった授業科目は，主としてギリシア人やアルメニア人教師が担当していた。かれらのなか
にはギリシア人の間にトルコ語を普及させることに努めたギリシア人教師メラフリノス49）や，
アルメニア文字で書かれたトルコ語の新聞やトルコ語の新聞に記事を書き，ミュルキエ校の政
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治史教授に任命されたアルメニア人教師ケレキヤン5°），さらにはイスラムに改宗したアルメニ
ア人教師アリー・シャフバズ5；）のような教師たちが存在した。かれらはまさにタンズィマー
トが生んだオスマン愛国主義者であった。一方では，ミュルキエ校にはアブデュルハミト2世
によって導入されたイスラム諸学を教授するウラマー系の教師も多数存在していた。その代表
格はアブデュルハミト2世のもとでウラマーの最高権威であるシャイフル・イスラム職を務め
たマフムト・ジェラーレッディン（1847～1919年）である。高名なウラマーの子としてイス
タンブルに生まれたかれは，1910年にミュルキエ校の土地法教授に任命されたが，「統一と進
歩委員会」が「専制化」するとこれを嫌って14年に辞職した。のちにかれは「統一と進歩委
員会」の勧告にしたがってエジプトへ移住し，かの地に没している52）。また，エジプトの著名
なウラマーを父としてイスタンブルに生まれたムハンマド・アーティフはアラビア語を学んだ
のちカイロに渡り，そこでイスラム諸学を修めてイスタンブルに戻った。かれがイスタンブル
のモスクで行った講義は評判を呼び，やがてミュルキエ校教授に抜てきされた。こうした典型
的なウラマーとは別に，イスマイル・ハック・イズミルリのようにイスラム諸学と西洋の学問
をともに学び，すぐれた学者として評価されている人物も少なくないSS）。
　このように，ミュルキエ校の教師陣はトルコ人，非トルコ系ムスリム，そして非ムスリムか
ら構成されており，全体としてこの学校には「オスマン主義」を育む体質があったといえよう。
ただし，今後さらにくわしく個々人の経歴や思想を検討する余地が残されていることはいうま
でもない。
5．学生たちの動向
　1）　学生の出自
　ミュルキエ校は1859年の創立以来1915年にいたるまでに1，671人の卒業生を世に送ってい
る。つぎにこれら学生の動向を，最初にかれらの民族的帰属，出身地および父親の職業や社会
的ステイタスの面から，つづいてかれらが卒業後に選択した職業の面から分析する（表1～4
参照）。ところで，表の形式では示し得なかったが，この学校の最初の卒業生（1860年）34名
にっいてあらかじめ触れておきたい。かれらの入学前の経歴をみると，オスマン帝国における
伝統的な官僚層の形成過程がよくわかるからである。かれらのほとんどは，まずメドレセでア
ラビァ語を中心としたイスラム諸学を学んだ後，なんらかの「って」を通じて役所に入った者
たちである。かれらの中には高級官僚の「解放奴隷」2人，オスマン宮廷に仕えていた者2人
の姿も見られる。また，最初地方の官庁に入ったのち，さらなる出世の糸口を求めてイスタン
ブルに上京していた者もおり，かれらはそこでミュルキエ校設置の報に接して入学したのであ
ろう。チャンカヤの調査にもかかわらず，かれらの卒業後の経歴はほとんど不明である。しか
し，経歴の判明している5名はすべて出身地とは異なる地域にミュデュル（郡長）として赴任
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表1非ムスリム卒業生
卒業年次 ギリシア人 アルメニア人 ユ　ダヤ人 卒業生総数
1860～76 0 0 0 148
1879 1 3 1 14
1880 1 2 0 8
1882 1 6 0 22
1883 0 2 1 24
1884 1 1 0 20
1885 1 2 0 24
1886 0 3 1 24
1887 0 4 0 33
1888 1 7 1 59
1889 0 4 0 61
1890 2 5 0 57
1891 0 5 0 55
1893 1 2 0 79
1894 2 0 0 77
1886 0 0 0 31
1897 2 0 0 45
1898 3 0 0 28
1899 1 0 2 37
1900 1 0 0 41
1901 0 0 1 42
1902 2 0 2 36
1903 2 0 1 40
1904 2 0 0 41
1905 0 0 0 46
1906 0 0 0 38
1907 0 0 0 37
1908 0 0 0 42
1909 1 0 0 43
1910 0 0 0 48
1911 2 5 1 178
1912 0 1 0 86
1913 0 0 0 46
1914 0 0’ 0 41
1915 0 0 0 20
合　計 29 52 11 1，671
＊　非ムスリム少数民以外の卒業生のほとんどはムスリムであるが，マロン派キリスト教徒，
教徒，ユダヤ教徒に属するアラブがそれぞれ一人ずっ存在する。
ドルーズ派，ギリシァ正
76
　　　　　　　　　　　　　オスマン帝国における近代教育の導入
しているM）。
　最初の卒業生にかぎらず，第一期の卒業生のほとんどが卒業後ただちに，あるいは短期間役
所に勤めた後に，ミュデュルとして地方に赴任している（148名中119名，表4最上段参照）。
表1に見るように，この時期の卒業生148名はすべてムスリムで，かつその多くが地方の出身
者である。その出身地は帝国全土に広く分布しており（表2最上段参照），このうち5名は州
知事（ヴァーリー）にまで出世している（表4最上段参照）。っまりこの時期は，その設置目
的がなによりもまず近代教育を受けた地方行政官の養成を第一義としていたことがわかる。そ
うだとすれば，この時期に非ムスリム学生がいないのは当然である。イスラム国家であるオス
マン帝国では，伝統的に行政官はすべてムスリムに限られるからである。いっぽうこの時期に
イスタンブル出身者が少ないのはなぜであろうか。第一に，このころはまだ学校の評価が定まっ
ていなかったため，両親は子どもたちをこの学校に入れることをためらい，伝統的なメドレセ
教育を受けさせる道を選んだことが考えられる。第二に，このころイスタンブルの上流階級の
間では，子供をヨーロッパの学校に留学させることや，国内ではガラタサライ校に入学させる
ことの方が人気があったようである。ミュルキエ校の校長や教師にガラタサライ校の出身者や
ヨーロッパの大学へ留学した経験を持っ者が多いのはこのためであろう55）。第三に，首都に住
む人びとの心性を考慮すれば，子どもたちを「鄙（タシュラ）」に赴任させることを嫌ったと
も考えられる。不思議なことに，第一期の卒業生の中に中部アナトリア（コニヤ州テケ県アク
セキ郡）のイブラド村の出身者が14名も見られる。フィンドレイは，これはミュルキエ校の
校長か教師の中にこの村の出身者がいたからではないかと推測し，かっ，オスマン帝国におい
て「特定の土地あるいは民族に属する人びとが特定の仕事をするためにイスタンブルに連れて
こられる慣習があったことを考慮すれば，この事実は近代トルコの最も選良の学校のひとつが
ギルド型のモティーフを持っていたことを示している』と述べている56）。これはまさにタンズィ
マート以前の官僚養成方式の残存形態である。しかし同時に，まだ知名度の低いミュルキエ校
に学生を確保する手段であった可能性も考える必要があろう。
　ふたたび表1に戻ろう。1879年以後，非ムスリム学生が登場する。かれらの大部分はイス
タンブル出身者である（表2参照）。この時期に非ムスリムがミュルキエ校に関心を示したの
は，すでにのべたように1876年の「学則」によって，この学校が5年制の高等教育機関に再
編成され，その卒業生が地方行政官としてだけではなく，中央官庁の中堅官僚や外交官などに
も任命されることになったことと関係しているにちがいない。このことは，かれらの卒業後の
経歴を個別に検討すれば明らかである。これら非ムスリムの中ではユダヤ人の数が最も少ない。
それは，そもそもユダヤ教会がキリスト教的な「西洋化」に対して常に不信感を抱いていたこ
となどに関係する57）。ギリシア人に関しては次のような事情があった。すなわち，1833年に
ペロポネソス半島を中心にギリシア人が独立して「ギリシア王国」を樹立して以来，イスタン
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表2卒業生の出身地
卒業年次 イスタンブノレ （比率） バルカン アラブ地域 その他 卒業生総数
1860～76 20 （19） 35 6 87 148
1879 8 （67） 1 1 4 14
1880 6 （75） 0 0 2 8
1882 20 （95） 1 0 1 22
1883 13 （54） 3 0 8 24
1884 13 （65） 2 1 4 20
1885 16 （67） 3 0 5 24
1886 13 （54） 3 0 8 24
1887 20 （61） 4 0 9 33
1888 35 （59） 10 2 13 59
1889 35 （57） 14 2 11 61
1890 24 （42） 11 1 22 57
1891 22 （40） 12 0 21 55
1893 34 （43） 18 8 19 79
1894 34 （44） 10 4 29 77
1886 8 （26） 6 1 16 31
1897 15 （33） 5 5 20 45
1898 9 （32） 5 3 11 28
1899 11 （30）　　　　　　1 6 4 12 37
1900 12 （29） 5 8 16 41
1901 14 （33） 7 5 16 42
1902 10 （28） 9 6 11 36
1903 5 （13） 9 6 20 40
1904 11 （27） 7 7 16 41
1905 8 （17） 8 4 26 46
1906 3 （8） 11 3 21 38
1907 6 （16） 1 5 25 37
1908 12 （29） 9 5 16 42
1909 8 （19） 10 8 17 43
1910 9 （19） 8 8 23 48
1911 52 （30） 28 17 81 178
1912 30 （35） 14 4 38 86
1913 60 （20） 9 13 18 46
1914 17 （41） 2 2 20 41
1915 6 （20） 0 1 13 20
合　計 568 252 132 680 1，671
＊　（比率）はイスタンブル出身者の卒業生総数に対する比率，「その他」欄はアナトリア，キプロス島，ロードス島，
　クレタ島，コーカサス，ロシア，クリミア半島などで出生した者を含む。ただし大部分はアナトリア地方の出身者で
ある。
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ブルのフェネル地区に住む有力な金融業者（ファナリオト）など富裕な人びとの一部がギリシ
ア本国に移住したSS）後，帝国内部に残されたギリシア人はしだいに発言力を失った。このた
めアルメニア人がギリシア人に代わって帝国の金融部門を掌握した。この時期の帝国の政治の
中枢であったアブデュルハミト2世の宮殿（ユルドゥズ宮）の財務長官に2人のアルメニア人
金融業者（オハネス・パシャとポルタカルヤン）があいっいで就任しており59），しかもかれら
はミュルキエ校で財政学を講じている6°）。表1に見るように，1879年から93年の16年間に
46人のアルメニア人学生が卒業している。
　ところが，アルメニア人学生は1894年を境に姿を消している。これは明らかに政治的な理
由によるものである。すなわち1880年代末以後，アルメニア人の革命組織フンチャック
（1887年成立）とダシナクットユーン（1890年成立）が，しだいにその活動を先鋭化させ，96
年にイスタンブルでオスマン帝国銀行占拠事件を，さらに1905年にはアブデュルハミト2世
暗殺未遂事件を起こしている6’）。なお，1911年に5人の卒業生を出しているのは，さきにの
べたアルメニア人のオスマン愛国主義者ケレキヤンが1909年に政治史教授に就任したことと
関係がありそうである。なお，全体として非ムスリム卒業生の数が少ないのは，帝国内の非ム
スリムはかれら独自の教育システムを持っことが許されていたからでもある62）。
　表2は卒業生を出身地（データでは出生地）別に分類したものである。ただし，「イスタン
ブル」欄に分類された者の中には父親がたまたまイスタンブルに滞在した時に生まれた者，あ
るいはその逆に地方に生まれた者でも父親が赴任した土地で生まれた者が含まれているが，そ
れらの数は多くはない。表2全体を通じての明らかな特徴は，時をへるにしたがってイスタン
ブル出身者の比率と地方の出身者の比率とが逆転しているところにある。90年には早くもイ
スタンブル出身者の比率は50％を割っている。これは1876年の「学則」で卒業生が中央官庁
の役人などに任命される方式が打ち出されたたため，イスタンブル住民が息子をこの学校に入
学させる意欲を見せたにもかかわらず63），91年に76年の「学則」が改訂されてさらに新しい
「学則」が制定され，この学校がスルタンの「庇護」のもとに置かれるという基本原則のもと
に，その第五条で卒業生は一定期間州知事あるいは県知事（ムタサッルフ）のもとで「研修」
を積んだのち，カイマカム（郡長）ないしミュデュル（この時期はナーヒエ［郷］長）に任命
されることが定められたことに原因があると思われる64）。こうしてスルタンはおのれに忠実な
官僚をカイマカムあるいはミュデュルとして地方に派遣する方向に転じた。これはさきにふれ
たアラブ族長の息子たちのための「特別クラス」の設定と機を同じくしている。また，地方出
身者の中で，その大部分が今日ではトルコ共和国の国境外に留まることになるバルカン各地，
そしてアラブ諸地域といった遠隔地の出身者が多く見られるのは，スルタンが「パン＝イスラ
ム主義」の名のもとにトルコ語を話すコスモポリタンな非トルコ系ムスリム・エリート，すな
わちオスマン愛国主義者を養成することを意図していた事情を反映している65）。「その他」欄
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の大部分はアナトリア出身者であるが，同時にキプロス島，クレタ島，ロードス島など地中海
の島々の出身者，あるいはコーカサス，クリミア半島，カザンなどロシアからの移民の息子た
ちも見られる。アブデュルハミト2世はこうした人びとを積極的に受け入れるとともに，さら
にロシア，トルキスタン，ジャワ，インドからの留学生を招聰することを考えていた66）。また，
卒業生の中には二人だけであるが，卒業後日本へ留学した者も存在する67）。こうしたところに
もアブデュルハミト2世の「パン＝イスラム主義」の真骨頂を見ることができる。
　表3は卒業生の父親の職業ないし社会的ステイタスを示したものである。「地方名士」欄か
ら「カイマカム」欄にいたる欄の総計（449人）と卒業生総数（1，671人）との間に大きな開
きがあるのは，父親が役人，軍人，教師である者たちが本稿の目的とは直接関係しないたあ省
略されていることに加えてC8），とりわけ父親の職業が特定できない場合が多いからである。そ
れは，チャンカヤの質問票に対してただ単に父親の名前だけを答えているケースである。「地
方名士」「地主」「農民」「商人」の各欄は，かならずしも固定したものではなく，相互に関連
性を持ったものである。「地方名士」欄に分類されたのはチャンカヤの質問票に対してトルコ
語で『ileri　gelen』と答えたケースを抽出したものである。この言葉は漠然とした「有力者」
といった意味あいである。「地主」欄はトルコ語で『giftlik　sahibi』あるいは『arazi　sahibi」
「農民」欄は『Ciftgi』「商人」欄は『tUccar』「職人」欄は『esnaf』とそれぞれ答えたケース
を抽出したものである。このうち「地主」「農民」「商人」の場合は同時に「地方名士」という
言葉をつけ加えているケースが多い。その場合，その人物は両方の欄に加えられている。また
「地主」と「農民」は事実上同じ階層に属する。なぜなら，土地所有に基盤を持っ地方名士は，
自分の職業を問われると，しばしば「農民」と答えるからである69）。ただし，父親の名前だけ
を答えたため「不明」と判断された場合でも，地域の有力者と見なしうるケースは非常に多
い7°）。これらすべてを「地方名士」とすれば，その数は表3の数値よりはるかに多くなるはず
である。息子を首都に出すことのできる階層が有力者であることは，当時の生活条件を考慮す
れば当然のことであろう。
　「宗教関係者」欄の大部分も地方の出身者である。これまでのべてきたように，近代教育の
導入によってウラマー層は大きな打撃を受けた。しかしイスラム社会において長い伝統を持っ
かれらがなお社会全体に分厚く存在し，大きな影響力を持ち続けたこともまた事実である。し
かしかれらの中には時代の趨勢をキャッチして息子を新しい環境の中で育てようとしている者
も少なくなかったことを「宗教関係者」欄の数値は示している。かれらの中にはイスラム神秘
主義教団の長老の名も見えるが71），やはり最も多いのは，世俗的な社会生活と密接な関係にあ
るカーディー層である。この時代「シャリーア法廷」はかっての権限を大幅に縮小され，その
行政的権限はカイマカムに取って代わられた。また，裁判官としての権限も刑事と商事の訴訟
を同時に扱う混合法廷（1847年設置）に奪われ，カーディーの裁判権は民事訴訟に限定され
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表3　卒業生の父親の職業・社会的ステイタス
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＊　「宗教関係者」はカザスケル，カーディー，ムフテ イ，イマーム，ハティーブ，
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表4卒業生の選択した職業
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＊　「カイマ」はカイマカム（郡長）の略。縦太線の右側はカイマカムたちのその後の役職を示す。「ムタ」
ルフ（県知事），「ヴァリ」はヴァーリー（州知事）の略。
はムタサッ
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っっあった72）。かれらこそ時代の趨勢を最も敏感に感じとっていたにちがいない。いずれにせ
よ，表3の数値は近代化過程においてウラマー層がすべてこれに反対の立場に立ったわけでは
ないことをよく示している。
　2）　卒業生の選択した職業
　表4は卒業生の選択した職業を示したものである。学生は卒業後，役人，教師，地方行政官，
外交官など自由に職業を選択することができた。表4の「役人」欄は，卒業以来ほぼ一貫して
この職業をまっとうした者だけを示した。これに対して「教師」「外交官」欄に分類された者
の多くは，役人やカイマカムなどを経験したのち，最終的にこの職業を選択した者である。同
じことは「記者」「商人」欄に分類された者についてもいえる。「カイマカム」欄に分類された
者の多くは，91年の新「学則」で定められたように，州知事直属の役人（Maiyyet　Memuru）
として一定の「研修」を積んである程度の年齢に達した後，あるいはまた「試験」を受けた後
にカイマカムとして赴任している。政府は一方では地方行政官の質を向上させるために，他方
ではスルタンに忠実な地方官を養成するためにこうした方式を採用したのである。ただし，か
れらの中にはのちに役人，教師に転じたり，あるいはまた商人や企業家などの自由業に転じた
者も含まれている。ただし，それらの者の数はそれほど多くはない。
　以上のような流動性と政府の方針とを念頭に置かなければならないが，1890年代以後「カ
イマカム」に就任するケースが増加していることは，やはり注目すべきことである。この増加
傾向と表3における「地方名士」「地主」「農民」「商人」欄の増加傾向とをつき合わせてみる
と，1890年代以後地方有力者の息子たちがカイマカムとして赴任していることがわかる。問
題はこの傾向をどのように理解するかである。考えられることは第一に，この時期に世俗的な
初等および中等教育がようやく地方に普及することによって，それぞれの故郷でリュシュディ
エ校を卒業してからイスタンブルに出てミュルキエ校のイダーディー部門に入学し，さらに高
等部門に進学して卒業することが可能になったことを挙げるべきであろう。なかには故郷に近
い都市でイダーディー校を終えてからミュルキエ校の高等部門に進学する者も少なくない。テ
ケリ＝イルキンによれば，1879年以後各州に「州教育委員会」と「教育会議」が設置されは
じめ，これらの組織を通じて近代教育が帝国各地に普及した。その結果，1906～07年には帝
国全土で619のリュシュディエ校で4万人程，109のイダーディー校では2万人程の生徒が学
んでいたという73）。これに加えて1883年（ないし1885年）に寄宿制が導入されたことも地方
の学生に大きな便宜をあたえたと思われる。第二に，首都イスタンブルの人びとはやはり息子
を地方に送ることを回避して，この学校にあまり入学させたがらなかったことが考えられる。
イスタンブル出身者の卒業後の職業を個別的に検討すると，若干の例外をのぞいて，中央官庁
の役人ないし教師となっている者が多い。第三に，地方出身者でもすべてカイマカム職を選択
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しているわけではなく，かれらにとっても中央および地方官庁の役人あるいは外交官などとし
て出世するチャンスが広がったといえる。だが，第四に，近代教育を通じて中央集権支配を浸
透させようとする政府に対する地方名士層の反応を明らかにしようとする本稿の目的から見て，
最も重要なことは次のような点である。すなわち，タンズィマート以来の改革によって政府は
中央から直接州知事を派遣し，また州や郡レベルの議会を設置することによって，しだいに中
央集権支配を浸透させていった。この点でタンズィマート改革以後，オスマン社会は着実に変
わっていった。だが，他方ではこうした時勢の中で，18世紀半ば以後帝国各地で地域社会の
リーダーとしての足場を築いてきた地方名士たちは74），あるいは州議会のメンバーとして，あ
るいはまた地方官職を掌握することによって，みずからの権益をまもろうとした75）。この観点
からすれば，表3と表4の数値は，いずれもかれらが息子をミュルキエ校に送り込むことによっ
て，みずからの既得権益を守ろうとしているかのように見える。しかし，一人一人の経歴を個
別に検討してみると，かれらがカイマカムとして赴任する先は出身地と関係のない場合が多い。
したがって，地方名士が息子をミュルキエ校に送り，卒業後息子が地域のカイマカムとして戻っ
てくることによって自分の既得権益が守られるという仕組みにはなってはいないことがわかる。
やはり，一度イスタンブルへ出て国家体制の枠に入った以上，かれらは官僚機構の論理に組み
込まれざるを得ないのである76）。それでもなお，地方の有力者たちにとって息子が国家の官僚
機構の中に地位を占めることは，広い意味で地域社会におけるおのれの地位ないし立場を維持
していく手段の一っであったと考えることはできよう77）。表4につけ加えておいたように，カ
イマカムに任官した者の中には，やがてムタサッルフ，さらにはヴァーリーへと出世するケー
スが少なからず見られる。このケースは地方の有力者から国家的要人へと成長する過程におい
てミュルキエ校がその跳躍台の役割を果たしたことを示している。いずれにしても，地方名士
の息子たちが一度イスタンブルに出て近代教育受けた後，カイマカムとして全国に散って行っ
たことは事実である。こうして地方名士層の地域社会および国家との関係も新しい段階に入っ
ていった。
　「青年トルコ人」革命前後から，表3の「商人」「職人」欄，表4の「商人」欄の数値がわず
かながら増加しているのを見ることができる。これらの数値は「青年トルコ人」政府がしだい
に初期の「オスマン主義」からトルコ民族主義政策へと転換し，土着産業保護・育成の経済政
策を打ち出している時期と一致している。このようなわずかな数値から大きな結論を導くこと
は避けねばならないが，あえていえば，これは，この時期における地方の商人と手工業者の上
昇ないし上昇志向を反映しているのではなかろうか。とくに表4のケースを個別に検討してみ
ると，一部は共和国時代になってからのことになるが，役人やカイマカム職を務めた後，早く
に引退して商人，企業家，農場（チフトリキ）経営といった自由業に転身する者が見いだされ
る78）。そこに，新たに展開しっっある商品経済の波に自己の将来を託した卒業生の姿をかいま
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見ることができるのではないだろうか。この時期のオスマン帝国経済史研究の第一人者である
ドナルド・カータルトも言っているように，これまで知られている商業や手工業関係のデータ
は国際貿易に関するものばかりで，国内に関するデータはほとんど存在しないか，あるいはま
だ発見されていない。タンズィマート以後，オスマン帝国の経済がおしなべて植民地化された
ように見えるのはこのためである。しかし，帝国経済全体を視野におさめた場合，数量的に把
握できないとはいえ，地域的な需要を賄うための手工業や商取引がなお優勢なはずである79）。
表3と表4に見られる数値は，このような観点を裏付けるわずかな手がかりかもしれない。
　「青年トルコ人」政府時代は，やがてバルカン戦争や第一次世界大戦に突入する激動の時代
であった。この時期の卒業生のその後の動向こそ，まさに時代の鏡である。非トルコ系ムスリ
ム卒業生の多くは祖国に戻り，新たに設立された政府の官僚・政治家として新しい人生を歩み
はじあた。バルカン諸地域の中でとくに人数の多いアルバニア出身者（総計100人）の場合を
例にとれば，第一次バルカン戦争が勃発するとかれらの多くはアルバニアへ戻り，やがて独立
を果たしたアルバニア政府で枢要な地位についている8°）。同じことはアラブ地域出身の卒業生
にっいてもいえる。かれらの多くは有力者の息子で，第一次世界大戦後に「独立」したアラブ
諸国，とりわけシリア，イラク，レバノンの政治家として活躍している81）。このように，ミュ
ルキエ校はオスマン帝国滅亡後もトルコ語とフランス語を良く知るコスモポリタンなエリート
層をバルカンとアラブ諸地域に残したのである。アナトリア出身の卒業生の場合も，第一次世
界大戦の勃発と同時に徴兵されて戦死した者，また戦後は祖国解放運動に加わる者など，いず
れも厳しい人生が待ち受けていたが，この時代を生き抜いた者は共和国時代になって首相82）
や大臣83），あるいはヴァーリー（県知事）やカイマカム（郡長）として共和国初期の政治に大
きな役割を果たしている。
おわりに
　本稿で紹介されたミュルキエ校は，オスマン帝国の西洋化改革を担う近代官僚を養成するう
えで大きな役割を果たした。教師陣にも学生の中にも少なからぬ数の非ムスリム，非トルコ系
ムスリムを包含していることもあって，この学校は帝国内諸民族の融和によって帝国の一体化
を保持しようとするオスマン愛国主義的性格を持っていた。それはまさにタンズィマート改革
の産み出したイデオロギーにほかならない。それにもかかわらず，この学校の教育言語がトル
コ語であったことは，この学校が，帝国が滅亡してトルコ共和国が誕生する「瞬間」に支配的
なイデオロギーとして立ち現れるトルコ民族主義を用意するプロトーナショナリズムの側面を
もっていたことを意味している。その意味でミュルキエ校は，大局的に見れば「多宗教・多民
族国家」オスマン帝国から「国民国家」トルコ共和国への移行を推進する機能を果たしたとい
える。いっぽう，中央と地方という観点から見れば，この学校は近代的官僚機構を整備するこ
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とによって中央集権支配を貫徹させようとする政府に奉仕したと同時に，地方の有力者層にとっ
てはおのれの地位を保全するための手段として機能したという両義的な性格を持っていた。
　なお，本稿の目的と直接関係しないが，この学校の卒業生の中にはトルコ人がアナトリアへ
移住しはじめた11世紀以来の由緒ある家系の子孫をもって任じている者が少なからず見られ
る。かれらはいずれも，オスマン朝成立前後のアナトリアとバルカンにおいて征服戦争に活躍
したガーズィー（イスラム信仰戦士）やイスラム神秘主義教団の長老，あるいはオスマン帝国
時代の政治家，知識人にゆかりの人びとである84）。この点は，現代トルコ社会において，そう
した歴史的追憶がなお息づいていることを示す興味深い事例である。
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Introduction　to　the　Modern　Education　System
　　　　　　　　　　　　　in　the　Ottoman　Empire：
　　　　　　　　Centering　on　the　activities　of　teachers
　　and　students　in　the　School　of　Civil　Administration
NAGATA　Yuzo
　　　The　School　of　Civil　Administration（ハ4dilleiye　Meletebi），　founded　in　1859　at　Istanbul，
was　an　educational　institution　with　a　modern　secular　curriculum　instead　of　a　traditional
／islamic　one．　The　government　inended　to　expand　its　centralization　policy　throughout　the
Empire　using　officials　trained　in　the　School．　The　School　turned　out　about　1，670　students，
from　1860　to　1915，　and　many　of　them　were　appointed　governors　of　kaca　administrative
districts．　To　this　degree　the　School　served　the　Government’s　purpose．　However，　many
local　notables（ayαns）with　established　social　influence　in　their　own　districts　sent　their
sons　to　the　Scool　as　a　way　to　maintain　their　status　in　the　district．　Therefore，　the　School
actually　served　both　the　Government’s　purposes　and　the　interests　6f　local　notables．
　　　The　political　climate　of　the　age　had　developed　from　the　cosmopolitan“Ottoman
patriotism”of　the“Tanzimat”reform　period，　based　on　maintaining　the　unity　of　the
Empire　and　keeping　a　multi・ethnic　and　multi－religious　structure．　Within　the　nationalism
of　the“Young　Turks”era，　the　School　was　unavoidably　inclined　to　support“Ottoman
patriotism”．　The　School　itself　had　a　multi－ethnic，　multi－religious　ambience，　with　teachers
and　students　who　were　Turkish　and　non－Turkish　Muslim（especially　Albanian　and　Arab）
and　non－Muslim（Greek，　Armenian　and　Jewish）。　The　School　was　temporarily　closed　in
1915by　the“Young　Turks”government．
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